
《ID･パスワード方式によるアマチュア局電子申請手順》 

【免許申請編】 

① 

【免許申請編】 ①申請・届出をクリックして手続きを開始し
ます。 

②「免許申請」をクリックして入力を開始し
ます。 

② 

●総務省 電波利用 電子申請届出システムLite申請・届出メニュー 
    http://www.denpa.soumu.go.jp/public2/index.html 

 

１ 申請書情報入力 

所管する総合通信局を選択してください。
（機器の設（常）置場所が四国の場合は 
「四国総合通信局」になります。） 

「登録済みのユーザ情報を自動入力」から
ID・パスワードを入力することで、ユーザ登
録時の情報（氏名・住所等）を自動で入力
することができます。なお、登録した情報に
変更があった場合は、「照会・ユーザ情報
変更」より登録情報の変更を行ってください。 
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【免許申請編】 

２ 事項書入力 
電波法令に違反して刑罰を受けたり、無線
局免許の取消処分を受けるなどしてから２
年以内の方が該当します。そうでなければ
「無」を選択して下さい。 

「申請者情報から自動入力」を押すことで、
申請書の内容（氏名･住所等）を自動で入
力することができます。 

技適機器またはTSS株式会社による保証
認定を受ける場合は入力不要です。 

5年より短い免許の有効期間を希望する場
合にその最終日を入力して下さい。                  
5年を希望する場合は入力不要です。 

申請する送信機の発射する周波数帯、  
電波の型式のコードにチェックを入れ、  
空中線電力を入力してください。 

４ＶＦ等は告示で定める一括記載コードで
す。別紙の一括記載コード表を参照されて、
該当するコードにチェックを入れてください。 

４級アマチュア無線技士の方は３からはじ
まるコードは選択できません。 

旧呼出符号を希望する場合は、チェックを
入れて、過去のコールを記載してください。 

廃止または失効して6ヶ月以上経過してい
る場合は、当時の免許状のコピーなど、 
旧コールを証明する書類が必要です。 

書類は電子データとして添付するか、返信
用封筒を送付する際に同封してください。 
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【免許申請編】 

３ 工事設計書入力 

『技適機器の場合』 

技適機器の場合はチェックを入れて下さい。 

24MHz帯以下の周波数で空中線電力が
10Wを超える場合は「有」、それ以外は「無」
になります。 

このチェックは電波法に合致した機器であ
ることを自らが宣言するものです。 

技適機器の場合は入力を省略できます。
技適でない場合は入力が必要です。 

『技適機器でない場合』 
 入力フォームに従い、「希望する周波数
帯」「占有周波数帯幅」「電波の型式」等を
入力して下さい。 

技適証明のない送信機の場合は、当局へ
の申請の前に、ＴＳＳ株式会社による保証
認定が必要です。 
  

 TSS株式会社の保証認定を受けている場
合は、同社より送られてくる保証書のPDF
ファイルを「添付情報編集」の追加より添付
して下さい。 
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編集をクリックし、工事設計について入力し
て下さい。 

使用する送信機の技術基準適合証明番号を 
入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）証明番号の入力例 

区分 記号部 番号部 

技術基準
適合証明 

ＫＨ１２３ ４５６７８ 

ＫＶ１２３ ４５６７８ 

工事設計
認証 

００２ＫＮ １２３ 

０２ＫＮ １２３ 

ＫＮ １２３ 
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【免許申請編】 

「手数料自動計算」を押すことで、事項書内
容に基づき、空中線電力及び手数料額を
自動入力することができます。 
 

 (参考)  
 アマチュア局免許申請手数料 
  空中線電力 50W以下 2,900円 
              50W超   5,500円 

「次へ」ボタンをクリックすると内容確認画
面に進みます。入力内容を確認して「次へ」
ボタンを選択し、送信画面に進みます。 

４  申請手数料等入力 

５  申請書の送信 

入力した内容を保存する場合は、申請書を
送信する前に「入力内容保存」を押します。
（提出後の申請書内容の確認及び不備訂
正時の修正のために、データを保存してお
くと便利です。） 

申請は「送信」より行います。その際に再度
本人確認のために「ID･パスワード」を入力
する必要があります。 
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送信が完了すると「問い合わせ番号」が表
示されます。問い合わせ番号は、今後の 
電子申請に不明な事項があった場合など、
総合通信局に問い合わせる際に必要な番
号ですので、記録（メモ）しておいてください。 

以上で、申請は完了です。 
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【免許申請編】 

申請内容に不備があった場合は、電子メール
にて不備訂正の通知がされますので、不備内
容を修正の上、再送信して下さい。 

電子申請番号は不備通知の電子メー
ル本文、または照会変更メニューの
「申請履歴照会」より確認できます。 

※ 申請書の送信後「不備訂正通知」が届いた場合 
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【免許申請編】 

６  申請手数料の納付 

《電子納付》 

ＡＴＭ インターネット 

バンキング 

総務省での受付処理がされた後に、申請手数料
の電子納付案内が電子メールにて通知されます。
「納付情報照会」より、「納付番号、収納機関番号、
確認番号」を確認した上で納付を行って下さい。 
なお、納付にあたってはペイジーに対応した金融
機関のATMまたはインターネットバンキングを利用
します。対応金融機関は以下のペイジーのホーム
ページでご確認下さい。 

http://www.pay-easy.jp/where/index.html 
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【免許申請編】 

（参考） 申請処理状況の確認 
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一括記載コードについて 
 
 

 一括記載コードは、通常発射可能な変調方式と伝送内容の電波形式のグループを、操作資格や発射周波数帯別にまとめた 3 桁の記号で表したものです。これは 
あくまで申請や記載上の簡素化を行うための一括記載表示であり、電波形式そのものではありません。よって工事設計書（申請書の１６以降の欄）に記入することはできませんの
で、ご注意ください。 
 周波数帯・無線従事者の資格毎の一括記載コードの記号については次のとおりです。 
 
周波数帯 無線従事者資格 電波型式 一括記載コード 
1 
  

135kHz帯 
  

１アマ、２アマ、３アマ A1A F1B F1D G1B G1D 3LA 
４アマ F1B※ F1D G1B※ G1D 4LA 

2 
  

1.9MHz帯 
  

１アマ、２アマ、３アマ A1A F1B F1D G1B G1D 3MA 
４アマ F1B※ F1D G1B※ G1D 4MA 

3 
  
 
 

3.5MHz帯 
7MHz帯 
21MHz帯 
24MHz帯 

１アマ、２アマ、３アマ A1A A3C A3E D3C F1B F1D F3C F3F G1B G1D H3E J3E J3F R3E 3HA 
４アマ 
 
 

A3C A3E D3C F1B※ F1D F3C F3F G1B※ G1D H3E J3E J3F R3E 
 
 

4HA 
 
 

4 
  

3.8MHz帯 
  

１アマ、２アマ、３アマ A1A A3C A3E D3C F3C F3F H3E J3E J3F R3E 3HD 
４アマ A3C A3E D3C F3C F3F H3E J3E J3F R3E 4HD 

5 4630kHz   １アマ、２アマ、３アマ A1A － 
6 10MHz帯 １アマ、２アマ A1A F1B F1D G1B G1D 2HC 
7 14MHz帯 １アマ、２アマ A1A A3C A3E D3C F1B F1D F3C F3F G1B G1D H3E J3E J3F R3E 2HA 
8 18MHz帯 １アマ、２アマ、３アマ A1A A3C A3E D3C F1B F1D F3C F3F G1B G1D H3E J3E J3F R3E 3HA 
9 
 
 
 
  
  
 
  

28MHz帯 
52MHz帯 
145MHz帯 
435MHz帯 
  
  
 
  

１アマ、２アマ、３アマ 
 
 
 
  

A1A A2A A2B A2D A3C A3E D3C F1B F1D F1E F2A F2B F2D F3C F3E F3F F
7W F8W G1B G1D G1E H3E J3E J3F R3E 
 
 

3VA 
 
 
 

F1D F1E F2A F2B F2D F3E 3VF 
４アマ 
 
  

A3C A3E D3C F1B※ F1D F1E F2D F3C F3E F3F F7W F8W G1B※ G1D G1E H
3E J3E J3F R3E 

4VA 
 

F1D F1E F2D F3E 4VF 
10 
 
 
 
 
  
  
 
 

1.2GHz帯 
2.4GHz帯 
5.7GHz帯 
10.1GHz帯 
10.4GHz帯 
  
  
 
  

１アマ、２アマ、３アマ 
 
 
 
 
  

A1A A2A A2B A2D A3C A3E A3F A8W C3F C8W D3C D7D F1B F1D F1E F2A 
F2B F2D F3C F3E F3F F7D F7W F8W G1B G1D G1E G7D H3E J3E J3F R3E 
 
 
 

3SA 
 
 
 
 

F1D F1E F2A F2B F2D F3E 3SF 
４アマ 
 
  

A3C A3E A3F A8W C3F C8W D3C D7D F1B※ F1D F1E F2D F3C F3E F3F F7D
 F7W F8W G1B※ G1D G1E G7D H3E J3E J3F R3E 

4SA 
 

F1D F1E F2D F3E 4SF 
 
注1 一の指定周波数において一若しくは複数の電波の型式を指定する場合は、無線従事者の資格の欄の資格に応じ、記号の欄に掲げる記号により表示するものとする。 
注 2 第一級アマチュア無線技士、第二級アマチュア無線技士又は第三級アマチュア無線技士が無線従事者の資格の欄の第四級アマチュア無線技士の資格に係る電波の型式のみを希望す
る場合の電波の型式の表示は、第四級アマチュア無線技士の資格に応じた記号の欄に掲げる記号により表示するものとする。 
注3 9の項及び 10の項において、第一級アマチュア無線技士、第二級アマチュア無線技士若しくは第三級アマチュア無線技士がF1D、F1E、F2A、F2B、F2D若しくはF3Eの電波の型式を一若
しくは複数希望する場合又は第四級アマチュア無線技士が F1D、F1E、F2D若しくは F3Eの電波の型式を一若しくは複数希望する場合は、注 1にかかわらず、それぞれ当該電波の型式に応じ
た記号の欄に掲げる記号により表示するものとする。 
注4 ※を付した電波の型式は、自動受信を目的とする電信のうち、モールス符号によるものを除く(第四級アマチュア無線技士に限る。)。 
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